
自
・
』
灰
色
及
び
黒
の
爾
…
眼
親
現
象
通
論黒

　
田
　
　
源
　
次

　
　
輪
廓
線
を
含
ま
ざ
る
自
、
八
色
、
黒
の
爾
眼
観
現
象
を
概
括
し
て
之
を
簡
直
な
る
系
列
に
綜
合
せ

　
ん
と
す
る
と
著
は
「
矛
盾
實
験
致
果
」
を
以
て
之
に
充
つ
る
に
躊
躇
せ
ず
。
此
故
に
矛
眉
實
験
の
理

　
論
は
之
を
自
、
灰
色
、
黒
の
着
眼
視
現
象
論
膿
の
読
明
と
し
て
見
る
も
不
可
な
き
な
ウ
。
予
は
鼓
に

　
矛
盾
實
験
に
封
し
て
試
み
ら
れ
だ
番
諸
家
の
読
明
を
鋤
槍
し
、
自
、
藤
色
及
び
黒
の
雨
落
観
現
象
の

　
蓮
論
に
及
ば
ん
と
欲
す
。

　
　
矛
盾
警
護
数
果
の
説
明
を
試
み
ん
と
し
π
る
最
初
の
人
は
、
本
よ
う
該
現
象
の
磯
見
者
な
う
と

　
す
。
　
目
Φ
魯
昌
霧
は
矛
盾
實
験
の
結
果
を
読
明
す
る
に
、
三
種
の
見
解
の
存
立
し
得
長
き
乙
と
を
認
む
。

　
左
に
其
三
見
解
並
び
に
共
見
解
に
封
ず
る
国
①
畠
⇔
電
の
批
評
を
論
述
す
べ
し
。

　
　
第
一
の
見
解
と
は
輩
純
な
る
雨
下
印
象
の
混
合
を
認
め
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
、
若
し
爾
限
網

　
膜
が
等
し
か
ら
ぎ
る
色
彩
光
線
に
由
6
て
照
射
せ
ら
る
＼
場
合
に
．
幅
方
の
色
彩
印
象
は
他
方
の

蹄
印
象
よ
う
し
て
憂
形
を
受
一
・
之
と
同
じ
一
次
色
硝
子
を
一
心
の
前
に
置
一
玉
壷
に
於
て
職
他

　
　
　
　
　
樹
・
茨
色
及
び
黒
の
雨
眼
縄
現
象
麺
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
九



　
　
　
　
　
哲
學
秘
究
　
第
　
三
＋
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
昌
○

心
眼
の
明
度
大
な
る
印
象
慈
眼
の
明
度
劣
る
印
象
に
由
う
て
樹
形
を
蒙
軌
大
約
明
と
晦
と
の
中

1

　
聞
の
竜
の
、
即
ち
廟
所
小
な
る
竜
の
と
大
な
る
も
の
と
が
混
じ
て
其
演
説
の
明
る
さ
が
生
起
す
る

　
こ
と
を
主
張
す
る
竜
の
な
ウ
。
故
に
『
一
膿
（
8
）
の
前
に
次
色
下
達
を
置
く
と
き
は
其
硝
子
の
有
す

　
る
暗
黒
は
開
か
れ
カ
る
他
山
（
A
）
の
明
る
さ
と
混
和
す
る
竜
、
一
眼
を
全
然
遮
閉
す
る
と
き
は
闘
き

　
π
る
眼
の
明
る
き
印
象
の
み
を
見
る
』
が
故
に
覗
野
は
反
ウ
て
明
る
く
域
ず
る
竜
の
な
6
（
註
一
）
。

　
　
ど
、
Φ
。
巨
頸
は
此
説
明
を
批
評
し
て
曰
く
、
若
し
一
眼
の
印
象
が
蘇
蜜
の
印
象
と
混
和
す
る
と
せ
ば
、

　
一
方
の
光
の
性
質
は
他
方
の
光
の
性
質
と
混
和
す
べ
く
、
同
語
に
一
方
の
光
の
張
度
（
分
量
）
も
他
方

　
の
光
の
公
度
と
混
和
す
べ
し
、
七
か
も
一
方
の
光
線
が
他
方
の
疇
黒
と
混
和
す
る
と
い
ふ
事
は

　
断
じ
て
あ
ム
得
可
か
ら
ざ
る
な
う
。
故
に
一
眼
（
A
）
の
光
度
を
一
定
し
、
血
眼
至
）
の
光
度
を
零
よ
り

　
次
第
に
増
加
す
れ
ば
共
同
観
客
の
明
度
も
順
次
に
増
加
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
然
る
に
事
實
は
斯
く

　
の
如
く
な
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
寧
ろ
反
っ
て
着
眼
視
野
の
明
度
は
光
線
の
分
量
を
増
す
と
巽
に

　
暗
く
な
φ
、
或
瓢
に
達
し
て
始
め
て
明
る
く
な
る
を
見
る
。
　
叉
一
方
の
光
線
と
他
方
の
直
黒
と
の
．

　
混
和
が
あ
参
得
冷
し
と
す
れ
ば
全
然
暗
く
せ
ら
れ
π
る
眼
の
暗
黒
に
竜
混
和
現
象
の
存
在
を
許

　
、
さ
ざ
る
可
ら
ず
。
然
る
に
事
實
は
爾
眼
を
開
き
継
る
綜
合
竜
白
眼
を
開
き
π
る
血
合
竜
三
野
の

　
朋
度
に
大
差
な
き
を
見
る
。
要
す
る
に
何
れ
の
虚
心
に
解
す
る
菟
此
身
眉
酌
敷
果
は
説
明
し
得



　
ら
れ
ぎ
る
も
の
な
ウ
と
（
註
二
）
。

　
　
第
二
の
見
解
は
注
意
説
卜
珪
暴
勇
駐
窪
・
ぎ
安
｝
δ
。
擁
♂
と
落
す
べ
き
竜
の
な
り
。
　
一
眼
を
開
き
他
眼

　
を
牽
く
閉
ぢ
て
臼
を
見
る
時
は
注
意
は
一
眼
に
の
み
集
中
す
る
竜
、
閉
ぢ
π
る
眼
に
て
灰
色
を
見

　
る
と
き
は
注
意
が
爾
眼
に
分
割
雪
暮
ず
巴
窪
せ
ら
れ
、
且
っ
て
明
る
さ
を
減
ず
る
に
至
る
と
主
張
す

　
ゐ
竜
の
な
ム
（
註
三
）
。

　
　
周
①
羅
臼
＄
は
此
説
明
を
難
じ
て
曰
く
、
乱
読
を
以
て
し
て
は
注
意
分
劉
の
影
響
が
光
度
増
加
の
影

　
響
よ
う
も
著
し
く
現
は
る
＼
は
何
故
に
一
定
の
三
界
内
に
止
凌
る
か
を
国
士
ず
る
能
は
ず
。
次

　
に
此
説
明
を
以
て
し
て
は
、
野
営
岩
蔵
問
に
於
て
は
注
意
の
分
割
が
明
度
減
少
を
生
じ
得
る
竜
．
同

　
」
網
膜
の
各
部
問
に
分
割
せ
ら
れ
至
る
二
合
に
は
明
度
減
小
を
生
ぜ
ざ
る
理
由
を
詮
明
す
る
能

　
は
ず
。
更
に
鋤
説
を
以
て
し
て
は
貫
首
敷
果
娼
裁
量
。
擁
窪
掛
験
。
け
は
吾
人
の
能
動
的
注
意
と
無
關
係

　
に
起
軌
寧
ろ
眼
の
威
受
性
叉
は
非
意
志
的
氣
分
掌
乱
蒙
島
。
ぎ
。
，
｛
陣
叢
薄
韻
に
由
ム
て
左
右
せ
ら
る

　
る
乙
と
大
な
る
事
實
と
抵
鰯
す
る
を
見
る
と
（
画
仙
）
。

　
　
第
三
の
見
鯉
は
穿
。
彦
霧
の
承
認
し
且
主
張
せ
ん
と
す
る
所
の
も
の
な
う
。
其
説
明
に
從
へ
ば

　
一
眼
に
掛
る
光
線
の
外
に
他
眼
の
光
線
が
加
は
る
時
ば
光
の
威
畳
に
一
定
の
禁
止
的
敷
果
⑦
ぽ
Φ

翻
薯
ξ
韓
・
§
ヨ
鱒
・
轟
を
生
ず
（
藍
）
・
此
数
量
謹
湧
・
な
之
を
稚
し
て
野
抗
言
敷
盤
・
ぎ
量
α
・
マ

　
　
　
　
　
白
・
友
色
及
び
鍛
…
の
爾
…
眼
観
現
象
顯
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
　
第
三
十
覧
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

鵬
巳
。
・
駐
号
霧
く
①
誉
峯
ご
圃
。
。
。
。
と
い
ふ
）
は
一
程
度
帥
ち
極
小
織
に
相
當
す
る
ま
で
は
増
加
し
、
更
に
進
め
ば

1

　
最
小
す
。
　
勿
論
一
眼
叉
は
言
忌
綱
膜
に
光
線
を
露
盤
し
凝
る
結
果
と
し
て
無
二
の
明
度
を
増
加

　
す
る
こ
と
あ
る
は
凝
然
の
評
言
と
し
て
認
容
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
爾
眼
網
膜
の
封
抗
性
は
之
に
封

　
し
て
下
膨
な
る
作
用
を
有
し
．
極
小
織
以
下
に
て
は
其
作
用
が
勝
利
を
泥
む
る
竜
、
そ
れ
以
上
に
達

　
す
れ
ば
減
賜
す
る
に
至
る
と
（
識
六
）
、

　
　
以
上
擦
、
8
ぎ
霧
の
列
証
し
π
る
三
種
の
説
明
を
繰
返
し
て
吟
味
す
る
に
、
是
等
の
諸
読
は
本
よ

　
ウ
根
本
的
に
相
排
斥
す
る
竜
の
に
非
ず
。
団
Φ
。
｝
彰
零
の
目
し
て
是
な
う
と
す
る
第
三
の
見
解
は
、
第

　
一
の
見
解
を
其
要
素
と
し
て
包
濃
し
、
第
二
の
見
解
は
心
理
學
武
生
理
學
的
用
語
の
統
一
に
由
ウ

　
て
第
三
の
見
解
と
表
裏
す
べ
き
竜
の
な
う
と
信
ず
。
蓋
、
第
一
の
見
解
の
如
く
黒
眼
的
混
合
の
結

　
果
を
極
め
て
孤
軍
な
る
混
合
気
係
に
蹄
せ
ん
と
す
る
竜
の
は
、
第
三
の
見
解
に
於
て
竜
自
萌
の
事

　
實
と
し
て
承
認
ぜ
ら
れ
、
コ
眼
叉
は
他
誌
網
膜
に
光
線
が
増
加
し
だ
る
結
果
と
し
て
共
同
覗
野

　
の
明
度
雪
加
を
俘
ふ
こ
と
は
孚
ぷ
可
ら
ざ
る
夕
食
な
う
』
と
し
て
主
張
せ
ら
る
、
を
見
る
。
故
に

　
第
周
の
見
鰹
の
否
定
ぜ
ら
れ
た
る
理
由
は
、
其
見
解
の
誤
ま
れ
る
が
爲
に
雰
ず
し
て
唯
其
包
括
的

　
な
ら
ざ
る
が
爲
な
ウ
と
言
は
ぎ
る
可
ら
ず
。

　
　
第
二
の
見
解
に
就
て
も
同
様
の
解
羅
を
下
す
乙
と
を
得
。
へ
し
。
　
謂
ゆ
る
封
抗
的
敷
果
な
る
も



　
の
が
周
Φ
o
｝
ぎ
霧
の
自
認
す
る
娼
く
一
個
の
戚
畳
作
用
象
Φ
嶺
岩
竃
ひ
◎
｝
δ
．
日
】
｝
讐
α
Q
ぎ
饗
創
曾
り
、
彰
呂
銭
毒
α
Q
曾

　
に
外
な
ら
ざ
る
が
如
く
（
註
七
）
、
攣
眼
印
象
の
融
合
巳
時
畳
の
融
合
な
る
心
理
現
象
な
る
こ
と
は

　
論
ず
る
ま
で
竜
な
し
。
　
而
し
て
機
甲
は
意
識
の
分
析
的
解
繹
な
る
に
甥
し
て
、
注
意
は
そ
の
綜
合

　
的
解
繹
に
外
な
ら
ず
。
注
意
は
，
意
識
の
全
髄
な
り
。
凡
有
る
意
識
作
用
は
注
意
作
用
な
ウ
。
此

　
故
に
注
意
の
方
向
若
く
は
叢
ハ
張
度
決
定
へ
粗
雑
盆
言
へ
ば
注
意
の
分
布
ぐ
庭
内
⑦
昌
き
σ
q
が
矛
盾
敷
果

　
あ
説
明
に
適
用
せ
ら
る
＼
竜
、
を
の
現
象
が
意
識
現
象
だ
る
限
に
於
て
、
毫
も
不
可
な
か
る
べ
き
筈

　
な
う
。
此
意
味
に
於
て
吾
人
は
聞
Φ
難
解
覧
の
所
論
明
瞭
を
敏
ぐ
と
蹉
竜
、
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
注
意
は

　
立
明
原
理
と
し
て
適
用
し
難
し
と
錐
竜
注
意
の
特
定
事
事
と
し
て
該
現
象
を
解
す
る
は
不
可
な

　
し
と
言
ぶ
に
在
り
と
解
離
せ
ん
と
欲
す
（
註
八
）
。
之
を
要
す
る
に
第
一
の
見
解
も
第
二
の
見
解
も

　
逮
に
第
三
の
見
解
に
蹄
濃
し
、
相
即
す
る
こ
と
を
得
亡
き
も
の
と
考
ふ
。

　
　
然
ら
ば
第
三
の
見
解
は
之
を
如
何
に
批
判
す
帯
き
か
。
　
周
8
漏
電
の
記
述
は
上
に
述
べ
π
る

　
如
く
白
軍
に
過
ぎ
π
ウ
。
之
多
く
の
學
者
の
認
む
る
所
な
ウ
。
故
に
此
見
解
に
順
幽
せ
ん
と
欲

　
せ
ば
之
を
蟹
面
し
登
垂
せ
し
め
ざ
る
可
ら
ず
。
吾
人
の
見
る
所
に
由
れ
ば
、
此
見
解
は
自
、
次
色
、
黒

　
の
爾
眼
視
現
象
の
一
切
を
通
じ
て
二
個
の
原
理
に
從
ふ
竜
の
と
裏
面
す
。
　
扁
は
畑
野
融
合
司
睾

㎜
馨
匿
＆
藷
。
妻
室
・
藷
の
原
理
に
從
ふ
も
の
栖
は
二
野
卓
越
団
邑
。
葺
Φ
三
お
の
原
理
に
從
ふ
も
の

　
㌔
　
　
　
　
白
・
次
色
及
び
黒
の
爾
眼
麗
現
蕪
涌
｝
論
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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暫
轟
欝
究
　
　
第
三
＋
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
囚

露
な
ウ
。
前
者
は
通
常
爾
眼
的
融
合
と
稽
す
る
魏
象
の
墓
礎
に
し
て
、
後
者
は
講
義
の
親
野
卓
越

現
象
即
ち
狡
義
の
親
書
卓
越
と
親
等
闘
争
と
罪
す
る
現
象
の
墓
礎
的
事
實
に
外
な
ら
ず
（
註
九
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
二
原
理
は
本
よ
ウ
軍
側
に
行
は
る
、
こ
と
あ
れ
ど
竜
、
共
同
に
適

《 価乙
「
＼
9
　
＼
　
・
　
　
＼
　
　
9
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O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ
9

節
の
振
要
第
四
に
述
べ
π
る
關
係
こ
れ
な
う
。

度
が
類
似
す
れ
ば
す
る
程
融
合
を
生
じ
易
く
、
相
違
す
れ
ば
す
る
絶
望
野
土
璽
若
く
は
観
野
卓
越

著
せ
ら
る
＼
揚
・
合
竜
亦
少
か
ら
ず
。
而
し
て
矛
盾
實
験
な
る
も
の

は
實
に
爾
現
象
の
共
存
並
び
に
共
相
互
作
用
を
㎎
ら
か
に
す
る
に

足
る
最
菟
代
表
的
現
象
に
外
な
ら
ず
と
信
ず
。

　
矛
盾
實
験
に
於
け
る
融
合
及
び
卓
越
原
理
の
相
互
關
係
は
上
の

如
く
圖
解
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。

　
滋
賀
に
見
る
如
く
、
親
野
融
合
の
原
理
は
P
に
近
き
揚
所
に
於
て

は
殆
ん
ど
純
粋
に
現
は
れ
、
D
以
下
の
光
度
に
於
て
は
視
野
卓
越
の

原
理
が
著
し
く
現
は
れ
來
る
。
而
し
て
。
織
に
於
て
は
殆
ん
ど
全

く
親
野
卓
越
の
原
理
の
み
行
は
る
。
　
　
　
　
　
　
　
・

　
平
等
の
關
係
よ
う
し
て
吾
人
の
當
然
想
及
し
得
べ
き
事
實
は
前

　
　
　
　
　
　
　
帥
ち
雨
眼
観
せ
ら
る
＼
印
象
の
性
質
著
く
は
強



　
を
生
じ
易
き
．
乙
と
こ
れ
な
う
。
　
こ
の
事
實
は
右
の
二
形
を
以
て
同
時
に
説
明
せ
ら
れ
得
可
き
意

　
の
な
ウ
（
註
一
〇
）
。

　
　
猶
右
の
事
實
と
共
に
注
意
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
も
の
は
義
眼
刺
戟
の
張
度
關
係
に
關
す
る
問
題

　
乙
れ
な
う
。
前
節
撮
要
第
三
に
蓮
ぺ
だ
る
如
く
爾
眼
に
相
異
る
鼠
色
を
示
す
二
合
に
は
、
二
種
の

　
三
色
が
類
似
す
れ
ば
す
る
程
爾
二
親
酌
結
果
は
晶
晶
の
中
間
鳶
色
に
近
く
、
相
違
す
れ
ば
す
る
程

　
其
結
果
は
明
る
き
方
の
友
色
に
よ
う
多
く
接
近
し
來
る
。
　
此
事
實
は
實
に
黒
の
印
象
よ
ム
竜
自

　
の
印
象
が
爾
限
二
三
に
張
き
刺
戟
π
ム
得
る
毛
の
な
る
ヒ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
ず
。
同
様

　
の
關
係
は
各
種
の
色
彩
相
互
聞
に
も
存
在
し
、
観
野
闘
争
の
時
間
的
相
違
を
生
ず
（
註
一
一
）
っ
　
黒
白

　
の
親
野
闘
争
に
於
け
る
時
問
的
相
違
は
諸
種
の
色
彩
相
互
間
に
於
け
る
よ
ウ
も
、
此
二
種
の
刺
戟

　
問
に
於
け
る
点
眼
親
低
張
度
差
異
の
箸
し
き
こ
と
を
豫
論
せ
し
む
る
竜
の
な
6
（
註
一
二
）
。

　
　
以
上
述
べ
去
れ
る
浮
。
嗣
雲
霧
及
び
吾
人
の
解
繹
と
殆
ん
ど
符
節
を
合
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は

　
b
喜
Φ
詳
な
う
。
思
へ
ら
く
、
爾
眼
網
膜
に
於
け
る
二
作
用
は
甚
し
く
相
遠
せ
ざ
る
詠
う
一
個
の
全

　
黒
雲
豊
に
合
一
ぎ
憲
託
α
Q
。
ゴ
す
。
　
二
作
用
の
差
異
溺
増
加
す
る
と
㌧
も
に
合
一
は
減
退
し
、
明
度
大

　
な
る
刺
戟
を
捻
く
る
眼
の
印
象
が
優
越
す
る
に
至
る
と
（
詮
＝
二
）
。
此
所
論
は
極
め
て
芸
北
な
れ

磯
ど
竜
，
其
合
一
と
い
ひ
優
越
す
る
と
言
へ
る
ば
全
く
吾
人
の
融
合
及
び
卓
越
、
周
⑦
。
二
曹
に
從
へ
ば

ユ　
　
　
　
　
白
・
次
色
及
び
黒
の
爾
眼
競
我
隷
遽
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
　
哲
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＋
紙
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三
六

鵬
帥
ち
封
抗
と
稽
す
る
竜
の
に
相
懸
す
る
も
の
と
解
す
る
を
得
べ
き
な
ウ
。

1
　
　
国
Φ
ぎ
げ
。
冨
の
見
解
は
竜
と
よ
う
注
意
設
に
し
て
、
如
上
の
見
解
に
異
論
を
唱
ふ
る
も
の
な
う
。

　
　
国
。
ぎ
ぎ
冨
口
く
．
此
矛
盾
實
駿
の
結
果
は
次
の
如
く
論
明
せ
ら
る
、
や
竜
知
れ
ず
。
即
ち
『
眼

　
の
光
の
威
畳
は
場
合
に
由
ウ
て
他
眼
の
光
の
域
毘
を
低
下
せ
し
む
る
之
と
あ
り
。
　
こ
れ
雨
眼
網

　
膜
に
或
謝
抗
的
關
係
が
生
起
す
る
故
な
ウ
」
と
。
　
然
し
な
が
ら
此
實
験
を
少
し
く
鍵
化
し
て
観
察

　
す
る
と
き
は
断
じ
て
其
然
ら
ざ
る
こ
と
を
知
る
。
乙
れ
予
の
實
早
し
得
π
る
所
な
う
。

　
　
其
實
験
操
作
は
次
の
如
し
。
先
づ
輪
廓
線
を
含
む
自
の
事
物
例
へ
ば
窓
に
向
へ
る
堅
き
扉
に

　
瀕
し
て
坐
す
。
次
に
矛
盾
實
験
を
行
ふ
に
十
．
分
な
る
友
色
硝
子
を
用
意
し
、
扉
に
向
っ
て
注
視
す
。

　
友
色
硝
子
を
以
て
覆
ひ
煙
る
眼
と
扉
と
の
問
に
眼
に
近
く
一
枚
の
白
紙
を
み
き
、
斜
眼
の
視
野
全

　
部
を
占
有
し
扉
を
見
え
ざ
ら
し
む
。
　
氷
質
紙
を
尉
に
光
線
の
來
る
方
向
に
単
向
し
、
其
光
度
が
其

　
後
方
に
在
る
扉
と
同
一
に
な
る
様
に
す
。
薪
ぐ
し
て
更
に
矛
眉
墨
験
を
繰
返
す
と
き
は
前
と
同

　
様
に
逆
行
的
の
結
果
を
生
ず
べ
し
。
　
只
灰
色
硝
子
叉
は
自
紙
の
後
方
に
在
る
眼
を
開
き
て
竜
扉

　
は
殆
ん
ど
全
く
明
る
さ
を
増
さ
ず
。
蒔
々
其
上
拡
一
種
の
臼
霧
が
現
は
る
㌧
の
み
。
　
こ
れ
即
ち

　
自
紙
の
雨
眼
覗
像
な
り
。
此
事
實
を
確
め
懸
る
後
爾
眼
を
開
き
躍
る
衰
㌦
自
紙
を
取
う
除
き
、
爾

　
眼
に
て
扉
を
注
意
す
。
此
揚
合
に
は
扉
の
存
す
る
親
野
の
都
分
の
朋
み
さ
怯
全
然
獲
忍
な
き
に
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露
は
ら
ず
、
扉
は
著
し
く
曙
く
な
う
て
見
ゆ
。

　
右
の
如
く
攣
更
し
た
る
馬
験
に
聾
唖
て
、
吾
人
は
此
揚
合
に
光
の
餓
畳
そ
の
も
の
＼
獲
化
を
見

る
に
非
ず
し
て
、
白
き
事
物
の
髄
色
　
図
α
愚
Φ
跳
鍵
げ
Φ
　
そ
の
も
の
に
封
ず
る
劉
断
の
等
質
を
來
差
せ

る
も
の
な
る
こ
と
を
知
る
。
　
一
方
の
領
野
が
暗
黒
（
閉
眼
の
二
合
）
な
る
か
、
或
は
一
様
に
籏
が
れ
る

微
弱
光
（
次
色
硝
子
を
題
じ
て
白
紙
像
を
見
π
る
置
合
）
な
る
と
き
は
、
吾
人
は
此
一
様
に
蟹
が
り
且

扉
の
輪
廓
に
相
當
す
る
観
野
以
外
に
も
及
べ
る
明
る
さ
を
以
て
扉
の
鼻
綱
な
ウ
と
認
め
ず
、
其
色

に
封
ず
る
吾
人
の
到
断
を
全
然
扉
の
輪
廓
に
向
へ
る
方
の
眼
の
報
告
に
從
て
決
定
す
る
も
の
な

う
。
少
く
と
竜
他
眼
に
於
け
る
明
度
総
理
は
総
懸
叉
に
黒
蟻
と
し
て
現
は
れ
、
扉
其
他
の
事
物
上

に
横
・
は
る
を
見
る
。
之
に
反
し
て
若
し
吾
人
が
晴
く
せ
ら
れ
差
る
眼
に
て
も
扉
の
輪
廓
を
見
る

と
き
は
、
吾
入
は
他
眼
の
臼
と
同
様
に
其
墨
色
を
扉
の
禮
色
な
ム
と
到
断
し
、
從
て
扉
の
暗
く
な
る

を
認
む
。
此
身
合
に
吾
入
は
其
扉
を
恰
も
白
き
光
線
に
照
さ
れ
て
光
れ
る
・
灰
色
の
物
忌
…
の
如
く

域
ず
。
勿
論
、
か
く
の
如
く
曙
く
な
る
現
象
は
次
色
硝
子
の
黒
さ
が
極
め
て
弱
く
し
て
他
眼
に
來

る
光
線
が
何
等
融
化
な
き
か
、
或
は
蝕
ウ
に
黒
く
し
て
前
方
の
事
物
を
辮
議
す
る
能
は
ざ
る
揚
合

に
は
竜
と
よ
う
存
在
せ
ず
」
と
（
註
一
四
）
。

　
此
　
国
。
百
｝
δ
壽
の
所
論
を
究
極
す
る
に
其
論
旨
は
次
の
如
く
な
る
べ
し
。
・
灰
色
硝
子
を
調
う

　
　
　
　
歯
∴
灰
色
及
び
黒
の
爾
眼
覗
覗
象
謹
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
　
断
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三
八

9
昇
る
方
の
眼
の
印
象
が
一
様
な
る
次
色
な
る
と
き
は
．
他
眼
の
明
る
き
印
象
を
心
慮
に
受
け
入
る
れ

一　
　
ど
も
、
其
方
の
眼
に
も
明
る
き
方
の
眼
と
同
綱
の
輪
廓
が
見
ゆ
る
揚
合
に
は
、
黒
眼
像
を
共
に
同
一

　
　
物
の
印
象
な
う
と
勃
漸
す
る
が
故
に
．
爾
者
を
結
合
し
．
明
る
き
方
の
眼
の
印
象
は
幽
く
凍
る
を
威

　
　
ず
。
こ
れ
蚕
く
劉
断
の
嘉
島
に
し
て
客
槻
的
光
度
の
鍵
化
に
薫
ず
。
故
に
矛
盾
實
験
の
光
度
が

　
　
極
小
黙
以
下
と
な
る
に
從
ひ
階
黒
な
る
小
野
を
詣
る
き
方
の
印
象
の
膿
色
に
薄
着
せ
し
む
る
こ

　
と
次
第
に
困
難
と
な
る
が
故
に
、
共
同
長
野
の
明
度
を
低
下
す
る
程
度
毛
亦
次
第
に
減
小
す
る
を

　
　
見
る
。
熱
論
矛
盾
的
数
果
は
明
る
き
方
の
印
象
の
有
す
る
位
色
に
封
ず
る
劃
断
に
討
つ
で
規
定

　
　
せ
ら
る
＼
も
の
と
言
は
ぎ
る
可
ら
ず
と
。

　
　
　
然
し
な
が
ら
、
此
所
論
を
能
く
熟
慮
し
玩
昧
す
る
と
き
は
閏
⑦
魯
ま
斜
》
毎
Φ
詳
及
び
吾
人
の
見
解

　
　
と
果
し
て
何
れ
の
鮎
に
起
て
根
本
的
差
異
あ
る
か
を
解
す
る
に
苦
し
む
。
国
Φ
巨
ぎ
ぎ
は
一
眼
に

　
於
け
る
次
色
刺
戟
の
度
に
由
ウ
て
外
界
の
購
買
に
甥
す
る
刺
戟
が
獲
化
す
る
と
い
へ
ど
竜
、
そ
は

　
何
が
故
に
當
然
憂
化
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
か
。
其
鍵
化
の
性
質
は
何
故
に
二
．
方
向
即
ち
爾
眼
印
象

　
　
を
同
様
に
外
界
の
同
一
甥
象
の
言
色
に
点
せ
ん
と
す
る
竜
の
と
．
一
方
の
印
象
を
捨
て
、
他
方
の

　
印
象
の
み
を
事
物
の
膣
色
歳
忘
せ
ん
と
す
る
竜
の
と
に
分
π
る
、
か
。
　
麺
Φ
巨
ぎ
冨
が
爾
眼
像

　
を
洞
一
物
の
禮
色
に
来
着
せ
し
め
ん
と
す
る
と
塾
ふ
到
断
は
果
し
て
吾
々
が
合
一
　
く
零
巴
巳
σ
Q
毒
働
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若
く
は
融
．
合
く
①
籠
魯
琶
巴
N
§
σ
導
と
艦
禧
す
る
竜
の
と
何
等
の
相
違
あ
る
か
。
外
界
の
謄
色
を
U
眼
印

象
の
み
に
由
釦
て
森
吉
す
と
い
ふ
は
優
越
望
δ
零
凶
○
α
q
毒
σ
q
女
は
卓
越
国
憲
O
悪
臣
2
§
q
Q
と
何
等
相
違

あ
る
か
。
斯
く
考
ム
る
と
き
は
　
副
Φ
ぎ
ぎ
｝
ぎ
が
剣
噺
作
用
の
墜
化
な
ウ
と
稻
す
る
竜
の
は
、
知
畳

に
於
け
る
獲
化
な
ウ
と
言
ム
と
何
等
選
ぶ
と
こ
ろ
な
く
．
虚
血
さ
き
に
第
二
の
・
見
解
に
つ
き
て
論

じ
π
る
如
く
、
第
三
の
見
解
邸
ち
図
。
9
幕
5
≧
げ
⑦
審
並
び
に
吾
入
の
燐
見
と
用
語
に
於
て
相
違
し

論
旨
に
於
て
符
節
を
合
す
る
竜
の
と
言
は
ざ
る
。
可
ら
ず
σ

　
ご
雲
・
ω
○
浮
の
夢
裏
は
自
ら
注
意
説
と
稔
す
る
導
く
、
專
ら
漸
①
岡
邑
δ
壽
を
櫨
点
せ
ん
と
す
る
に
在

り
。
曰
く
、
矛
贋
的
数
果
は
雨
備
忘
的
色
彩
混
合
．
の
特
別
漏
る
揚
合
に
外
な
ら
ず
と
。
叉
曰
く
、
極

小
織
以
下
の
明
る
さ
に
於
て
は
、
掩
は
れ
ぎ
る
方
の
眼
の
親
蜀
が
次
第
に
卓
越
し
謀
る
も
の
な
ム

と
。
　
而
し
て
氏
は
　
口
書
三
5
欝
　
と
同
じ
く
矛
眉
的
敷
果
は
各
舟
縁
競
野
に
於
け
る
同
一
輪
廓
の

結
果
に
外
な
ら
ず
と
な
し
、
口
Φ
言
ぎ
｝
欝
と
同
じ
く
爾
眼
に
同
一
事
物
の
輪
廓
を
與
へ
て
矛
盾
實

駿
を
観
察
し
差
久
註
；
）
。
．
此
見
解
に
掛
ゆ
る
吾
人
の
所
見
は
、
本
よ
勇
切
．
ぎ
。
鑓
・
に
鋤
し
て

論
じ
だ
る
所
と
差
別
な
し
。
　
唯
灘
南
は
d
蓬
零
⇔
の
叙
蓮
が
国
蝕
巳
さ
欝
に
比
し
て
一
贋
能
く
吾

人
の
厨
論
と
急
結
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
謬
明
す
る
竜
の
と
信
ず
る
な
ウ
。

　
次
に
国
Φ
瓢
茜
の
見
解
は
極
め
て
上
例
な
る
が
如
く
し
て
、
實
は
極
め
て
難
解
な
ク
。
民
の
観
辱

　
　
　
　
貞
・
茨
色
及
び
黒
の
爾
限
覗
現
録
麺
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
丸



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
三
＋
竃
號
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

鵬
融
合
及
び
視
野
翻
争
に
算
す
る
記
蓮
を
併
せ
考
ふ
る
に
後
者
は
弱
毒
の
一
部
分
と
し
て
観
念
せ

一

　
ら
る
㌧
に
過
ぎ
ざ
る
が
如
し
。
　
観
野
翻
璽
は
相
等
し
蓉
爾
眼
印
象
問
に
竜
存
在
す
。
　
而
し
て
雨

　
者
の
融
合
は
鶴
野
の
交
替
す
る
移
ウ
目
に
存
在
す
る
の
み
（
註
一
六
）
。
牲
質
叉
は
光
度
を
異
に
す

　
る
光
線
を
以
て
攣
眼
を
刺
戟
し
禿
る
場
合
に
竜
視
野
闘
箏
は
本
よ
ウ
存
在
す
。
即
ち
黒
と
自
と

　
の
問
に
竜
存
在
す
。
黒
、
次
色
、
臼
の
爾
来
印
象
の
光
度
差
異
が
減
ず
る
と
＼
菟
に
影
野
闘
孚
の
勢

　
力
は
次
第
に
微
弱
と
な
う
、
外
見
上
に
は
遽
に
浴
失
す
る
に
至
る
。
然
し
な
が
ら
實
際
は
全
然
清

　
失
す
る
竜
の
に
非
ず
し
て
、
極
め
て
類
似
し
π
る
、
否
、
全
く
同
一
な
る
主
眼
印
象
相
互
間
に
竜
存
在

　
す
（
註
一
七
）
。
要
す
る
に
　
鷺
。
同
署
σ
q
に
由
れ
ば
聖
母
融
合
は
観
野
圃
争
の
間
に
介
在
す
る
過
渡
的

　
一
時
的
現
象
に
外
な
ら
ぎ
る
な
う
。

　
　
観
野
融
合
は
爾
眼
印
象
が
軍
一
域
畳
に
合
成
す
る
を
言
ふ
。
　
而
し
て
此
威
畳
に
甥
す
る
爾
眼

　
綱
膜
の
相
互
蘭
係
が
即
ち
既
に
蓮
べ
遡
る
所
の
【
補
足
配
當
法
則
」
な
う
。
故
に
曰
く
門
此
故
に
棚
謝

　
す
る
重
複
部
位
ご
Φ
鼻
段
毘
曾
曇
霞
の
二
興
奮
の
紀
和
・
・
二
言
巨
霧
Φ
β
せ
ら
る
＼
こ
と
蠕
く
反
う
て
共
通

　
塁
塞
幽
霊
霞
㈹
Φ
彰
Φ
素
掘
日
Φ
o
◎
Φ
ぽ
讐
岩
①
に
於
て
陶
更
す
る
竜
の
な
ム
。
　
而
し
て
其
結
果
は
、
若
し
吾
入

　
が
合
成
脚
質
を
一
と
す
れ
ば
、
雨
曝
網
膜
は
此
厚
畳
の
成
立
に
勤
し
て
略
補
足
的
の
配
當
を
有
す
。

　
即
ち
芳
顧
雛
な
ら
ば
他
方
は
塀
若
し
一
方
が
瑠
孜
ら
ば
他
方
隠
々
若
と
方
が
・
な
ら
は
他



　
方
は
○
な
う
。
顧
し
て
若
し
爾
眼
綱
膜
が
誤
聞
的
に
雫
等
に
刺
戟
せ
ら
る
、
と
せ
ば
爾
老
は
共

　
通
雲
野
に
同
一
帥
ち
昏
々
瑠
の
煮
方
を
寄
嘉
す
る
も
の
と
考
へ
ざ
る
可
ら
ぎ
る
べ
し
」
と
（
識
｝
八
）
。

　
　
然
ら
ば
頃
。
議
0
2
の
矛
盾
實
験
に
封
ず
る
解
羅
は
果
し
て
如
何
。
思
へ
ら
く
、
単
寧
皆
醇
の
矛
盾

　
實
験
数
果
な
る
毛
の
は
文
法
期
よ
ム
粛
然
2
1
番
目
O
嵩
に
演
繹
し
得
る
も
の
な
う
。
　
一
眼
を
開
き

　
π
る
嚢
、
に
し
、
他
眼
を
薄
暗
く
す
れ
ば
、
其
眼
を
全
く
暗
く
し
π
る
時
よ
参
竜
共
通
観
野
は
暗
く

　
戴
ず
。
　
i
i
此
揚
言
に
於
て
簿
暗
き
眼
の
虚
像
は
三
野
闘
争
を
生
じ
、
激
て
視
野
は
多
少
の
度
に

　
託
て
疇
く
な
る
も
、
全
く
暗
く
し
π
る
と
き
は
右
眼
は
全
く
覗
野
翻
争
の
揚
裡
よ
う
除
外
せ
ら
れ
、

　
開
か
れ
だ
る
眼
の
自
が
何
等
の
鍵
化
を
受
け
ず
し
て
現
は
れ
論
る
も
の
な
う
」
と
。
か
く
の
如
く
、

　
国
Φ
言
Q
9
は
春
野
闘
孚
の
結
果
融
合
が
行
は
る
、
≧
と
を
認
む
る
な
う
。
然
し
な
が
ら
一
方
の
眼

　
を
全
く
暗
く
し
π
る
着
呼
に
穂
高
は
何
故
に
親
藩
翻
箏
揚
裡
よ
ウ
脱
退
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
か
。

　
此
事
實
の
説
嬰
は
矛
盾
数
紋
を
解
羅
す
る
闘
魚
π
る
に
關
は
ら
ず
、
梢
精
細
を
敏
ぐ
が
如
し
。
然

　
し
な
が
ら
彼
の
記
述
を
綜
合
し
て
到
断
ず
る
に
輪
廓
線
の
卓
越
に
蹄
着
せ
し
め
ん
と
す
る
に
在

　
る
が
如
し
。
　
曰
く
「
以
上
の
記
述
（
一
眼
を
閉
せ
ば
其
眼
は
全
く
競
野
闘
箏
揚
裡
よ
蚕
隠
退
し
、
他
眼

　
印
象
に
全
量
を
委
す
る
と
い
ふ
こ
と
）
は
閉
ぢ
π
る
眼
の
個
有
黒
　
白
σ
q
。
ロ
ω
。
7
’
蓄
嵩
が
藩
命
當
な
る

闘
事
情
の
下
に
於
て
視
野
灘
争
を
生
ず
る
揚
合
に
は
全
く
正
し
と
言
ふ
可
ら
ず
・
開
け
る
眼
の
網

　
　
　
　
　
白
．
茨
色
及
び
黒
の
雨
眼
親
現
象
通
論
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
・
　
四
一
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四
こ

膜
が
輪
廓
線
や
有
ら
ゆ
る
差
溺
に
由
う
て
刺
戟
さ
れ
、
之
に
反
し
て
、
閉
せ
る
眼
の
興
奮
は
網
膜
全

面
に
無
差
別
に
償
が
れ
る
時
は
、
輪
廓
線
が
其
周
團
の
色
彩
と
誌
ハ
に
必
ら
ず
、
共
通
硯
野
に
勝
利
を

占
む
る
竜
の
な
る
が
故
に
此
事
な
し
と
羅
、
例
へ
ば
大
地
の
自
の
光
澤
紙
を
其
輪
廓
の
見
え
ぬ
様

に
眼
に
近
く
置
き
、
珊
珊
を
閉
す
と
き
は
昌
々
自
の
上
に
黒
き
霧
現
は
る
＼
を
見
る
。
こ
れ
個
有

黒
が
週
期
的
に
勝
利
を
畏
む
る
故
な
参
」
（
二
二
〇
）
。
叉
曰
く
「
蟹
Φ
。
富
霞
が
若
し
凡
て
の
輪
廓
線
凡

て
の
差
響
を
除
き
憂
く
一
様
な
る
面
を
親
察
し
だ
ウ
し
な
ら
ば
、
且
叉
鋤
観
察
が
永
く
縫
績
せ
ら

れ
だ
套
し
な
ら
ば
、
彼
ば
（
矛
素
数
．
果
に
由
5
て
閉
目
せ
る
際
）
よ
う
明
る
く
獄
ム
π
る
親
野
が
再
び

週
期
的
に
帯
く
な
る
こ
と
を
認
め
得
だ
る
な
ら
ん
」
と
（
詮
二
一
）
。
　
之
等
の
記
述
よ
り
考
ぶ
る
に
一

眼
を
閉
ざ
し
、
他
眼
を
そ
の
ま
写
干
せ
る
と
き
、
開
け
る
方
の
眼
に
輪
廓
刺
戟
あ
る
と
き
は
其
親
野

の
車
越
を
生
じ
、
閉
眼
印
象
は
下
野
翻
争
を
逸
す
の
カ
な
し
。
之
に
反
し
て
開
け
る
方
の
眼
の
印

象
が
無
差
別
一
様
な
る
印
象
馨
る
と
き
は
恒
久
な
る
国
勢
華
甲
を
呈
す
。
こ
れ
黒
竜
白
竜
李
等

な
る
爾
眼
的
刺
戟
な
れ
ば
な
鼻
（
註
ご
二
）
。

　
故
に
　
琵
Φ
葺
み
の
矛
盾
實
．
験
に
封
ず
る
見
解
を
摘
要
す
れ
ば
、
矛
眉
的
膏
血
は
野
冊
に
輪
廓
線

刺
戟
を
示
し
、
同
時
に
一
眼
を
次
第
に
鋭
く
し
た
る
揚
合
に
の
み
観
察
し
得
る
現
象
な
ム
と
見
る

が
如
し
。
換
言
す
れ
ば
一
眼
を
暗
く
し
行
く
に
從
ひ
て
共
通
観
野
が
手
斧
迄
暗
く
な
る
こ
と
は



　
観
野
馬
孚
（
融
合
）
の
結
果
に
し
て
、
更
ら
に
｝
眼
を
曙
く
す
れ
ば
巽
蓮
親
心
の
明
る
さ
が
反
っ
て
増

　
加
す
る
は
輪
廓
線
刺
戟
の
卓
越
に
因
由
す
る
も
の
と
見
る
が
如
し
。
魅
し
て
白
く
解
す
る
と
き

　
は
、
さ
き
に
調
べ
だ
る
塩
入
の
見
解
と
も
調
和
す
る
に
困
難
な
ら
ざ
乃
を
畳
ゆ
。
　
蓋
、
国
Φ
吋
営
σ
q
が
観

　
野
畑
争
と
と
竜
に
睨
野
融
合
を
生
ず
る
と
い
ふ
は
、
吾
人
の
謂
は
ゆ
る
親
野
融
合
の
原
理
に
從
ム

　
も
の
と
言
ふ
べ
く
、
輪
廓
線
の
卓
越
を
重
要
な
り
と
す
る
は
観
辱
融
融
の
原
理
に
從
ふ
も
の
と
言

　
ぶ
可
け
れ
ば
な
う
。
面
し
て
　
国
Φ
甑
茜
の
所
説
申
に
於
け
る
親
野
融
合
を
面
癖
闘
璽
申
の
過
渡

　
的
現
象
と
す
る
見
解
や
、
共
池
二
三
織
の
如
き
、
吾
入
の
主
張
と
大
い
に
反
封
ず
る
竜
の
な
き
に
非

　
ざ
れ
ど
も
、
必
幽
す
る
に
矛
盾
致
果
に
就
て
の
説
明
と
し
て
は
枝
葉
の
問
題
に
歪
な
ら
ず
と
信
ず
。

　
　
絡
づ
に
「
矛
盾
盆
前
及
び
藤
野
嬉
戯
に
於
け
る
輪
廓
線
卓
越
を
説
明
す
べ
き
原
理
」
と
し
て
主
張

　
せ
ら
れ
た
る
霞
。
ご
9
碗
魯
の
所
論
を
看
過
す
べ
か
ら
ず
（
誌
一
＝
弓
。
其
見
解
に
從
へ
ば
、
強
き
光
線

　
に
由
ウ
て
刺
戟
せ
ら
れ
π
る
網
膜
の
冠
位
面
積
に
相
當
す
る
傅
導
経
路
の
紳
経
要
素
は
早
く
疲

　
勢
を
生
じ
、
從
て
抵
抗
を
増
す
が
故
に
、
弱
き
光
に
由
う
て
刺
戟
さ
る
、
疲
勢
少
な
き
帥
経
要
素
は

　
其
興
奮
（
エ
ネ
ル
ギ
婁
）
の
一
部
を
奪
ひ
取
ウ
、
結
局
盛
者
に
由
ム
て
合
成
せ
ら
る
㌧
雄
藩
要
素
の
明

　
度
を
減
ず
る
に
至
る
と
善
ぷ
に
濫
悪
（
註
二
四
）
。
此
見
解
は
威
畳
字
的
と
い
急
よ
蚕
竜
、
む
し
ろ
生

㈱
理
學
的
な
る
黙
に
於
て
、
全
然
上
述
せ
る
諸
設
と
癌
別
し
て
論
究
せ
ら
れ
ざ
る
可
ら
ざ
る
竜
の
な

　
　
　
　
　
貞
∴
玖
色
及
び
黒
の
爾
眼
説
貌
象
麺
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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田

，
僻
う
。
故
に
吾
人
は
此
説
の
み
特
に
章
を
刎
に
し
て
詳
論
せ
ん
と
欲
す
（
註
二
五
）
。

1　
　
・
吾
人
は
以
上
述
べ
來
れ
る
所
に
由
り
て
略
矛
盾
實
験
の
結
果
に
擁
す
る
諸
見
解
を
識
槍
し
得

　
π
う
と
信
ず
。
而
し
て
吾
入
の
得
た
る
結
論
は
一
見
甚
だ
相
違
す
る
が
如
き
諸
見
解
竜
、
押
し
つ

　
め
て
考
ふ
れ
ば
、
必
覧
皆
吾
入
の
意
見
i
矛
盾
敷
果
を
観
野
融
合
と
硬
度
卓
越
と
の
合
成
果
と

　
見
る
！
と
大
差
な
き
竜
の
な
る
こ
と
を
見
る
な
参
。

　
　
前
に
蓮
べ
た
る
如
く
、
矛
盾
現
象
の
詮
明
は
白
、
次
色
、
黒
の
爾
眼
視
現
象
全
膿
を
纏
撮
し
摘
要
し

　
π
る
も
の
と
言
ム
竜
不
可
な
し
。
唯
鼓
に
禽
一
二
の
事
實
に
就
て
果
し
て
矛
盾
現
象
の
読
明
に

　
用
ゐ
カ
・
る
吾
人
の
假
説
が
果
し
て
蛋
當
な
る
や
否
や
を
介
せ
ん
と
欲
す
る
な
参
。

　
　
ま
つ
自
の
爾
眼
親
よ
ウ
一
眼
観
に
移
る
習
合
に
覧
て
一
時
的
な
る
薄
里
中
ノ
，
o
乙
善
江
§
σ
q
を

　
藏
ず
る
ζ
と
あ
う
。
其
理
由
に
關
し
て
は
均
。
魯
じ
霧
の
瞳
孔
墾
化
に
臨
せ
ん
と
す
る
読
明
あ
命
。

　
第
一
節
に
於
て
欝
て
述
べ
た
る
如
く
司
①
畠
ロ
母
は
二
瀬
掩
閉
の
際
に
は
閉
ぢ
た
る
眼
の
み
な
ら

　
ず
、
開
き
た
る
方
の
眼
竜
瞳
孔
散
大
し
、
一
眼
を
掩
ひ
た
る
こ
と
に
由
卦
て
起
る
侵
入
光
線
の
滅
小

　
は
他
眼
の
瞳
孔
散
大
に
由
ム
て
起
る
侵
入
光
線
の
増
加
に
由
ウ
て
補
充
せ
ら
れ
」
遽
に
差
異
を
認

　
め
ざ
る
に
至
る
こ
と
を
説
習
う
（
註
「
＝
ハ
）
。
然
し
な
が
ら
此
見
解
に
呈
す
る
批
難
は
第
一
に
實
験

　
　
的
謹
明
を
敏
く
と
い
ふ
事
懸
れ
な
う
。
　
一
眼
を
閉
ぢ
た
る
爲
に
起
る
瞳
孔
散
大
の
度
が
、
果
し
て



　
輔
眼
を
閉
ざ
し
た
る
こ
と
に
由
る
光
線
の
減
小
を
補
充
す
る
に
足
る
や
否
や
。
　
一
眼
競
の
實
験

　
に
於
て
同
様
な
る
瞳
孔
散
大
を
起
す
裏
合
に
光
度
を
急
減
す
る
竜
憂
化
な
き
や
否
や
。
此
事
實

　
を
確
む
べ
き
實
験
的
測
定
は
恐
ら
く
浴
極
的
結
果
を
與
ふ
る
に
過
ぎ
ざ
る
暫
く
、
必
ず
や
、
瞳
乳
散

　
大
に
由
ウ
て
澄
明
了
し
難
き
を
決
定
す
る
に
至
る
べ
き
を
豫
想
せ
し
む
る
竜
の
な
う
。
第
二
に

　
此
見
解
は
H
、
8
ぎ
鶏
の
矛
盾
現
象
に
勢
す
る
設
明
と
調
和
す
る
も
の
な
ら
ぎ
る
可
ら
ぎ
る
こ
と
之

　
な
り
。
若
し
此
見
癬
を
固
執
す
る
と
せ
ば
矛
盾
現
象
竜
同
繭
原
因
よ
り
論
明
せ
ら
れ
ざ
る
可
ら

　
ぎ
る
こ
と
ヒ
れ
な
う
。
然
る
に
瞳
孔
散
大
の
度
よ
う
言
へ
ば
輔
眼
を
暗
く
す
れ
ば
す
る
程
大
な

　
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
換
言
す
れ
ば
共
同
親
野
は
一
眼
を
暗
く
す
る
と
と
竜
に
明
ら
か
と
な
ら
ざ
る

　
可
ら
ず
。
　
然
し
な
が
ら
、
三
度
泡
は
斯
の
如
き
事
實
な
く
親
野
は
一
眼
を
暗
く
す
れ
ば
す
る
程
暗

　
く
な
る
。
然
ら
ば
周
①
。
ぎ
2
は
或
度
迄
親
騒
融
合
を
許
し
、
或
度
以
上
に
至
れ
ば
瞳
孔
散
大
に
由
る

　
反
封
敷
果
が
現
は
れ
來
る
も
の
と
見
る
か
。
か
く
解
す
る
と
き
は
聞
Φ
善
⇔
霞
の
封
抗
か
暮
薦
。
賢
市

　
虫
聞
と
稻
す
る
も
の
は
結
局
睡
孔
散
大
に
外
な
ら
ざ
る
こ
と
、
な
る
べ
し
。
然
し
か
く
解
す
る

　
こ
と
は
到
底
周
Φ
。
ぎ
霞
の
諸
語
に
非
ざ
る
べ
く
、
所
謂
雨
露
の
…
封
抗
作
用
は
飽
ま
で
甥
抗
作
用
に

　
し
て
、
瞳
孔
憂
化
と
は
．
別
箇
の
事
實
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
と
信
ず
。
　
こ
れ
其
記
述
に
慧
依
す
る
忠
實

欄　

ﾈ
る
解
繹
な
う
。
　
の
み
な
ら
ず
、
吾
人
は
瞳
孔
散
大
の
敷
果
を
泣
く
重
大
な
る
竜
の
と
考
ふ
る
こ

　
　
　
　
　
薗
∴
灰
色
及
び
黒
の
雨
眼
観
魏
納
購
涌
｝
弥
粥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊
灘

奪
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鶴
山
ハ

鵬
と
能
は
ざ
る
が
故
に
、
必
覧
吾
人
は
事
前
敷
果
の
説
胆
と
薄
暗
く
な
る
ヒ
と
の
説
明
と
が
全
然
異

1

　
悟
る
立
脚
地
に
立
つ
竜
の
な
る
こ
と
を
断
言
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
之
舟
入
の
同
一
假
説
よ
参
雨
現

　
象
を
説
明
す
べ
き
も
の
な
う
と
い
ふ
要
求
に
合
致
せ
ざ
る
竜
の
な
ウ
。
之
に
反
し
て
、
吾
人
の
解

　
羅
に
由
れ
ば
、
爾
現
象
は
同
一
の
原
理
よ
ウ
説
明
せ
ら
る
、
の
み
な
ら
ず
、
寧
ろ
同
一
事
態
に
溺
す

　
る
も
の
な
る
こ
と
を
主
張
す
。
蓋
、
爾
眼
病
よ
ウ
一
眼
親
に
移
る
こ
と
は
覗
野
融
合
よ
ム
観
野
卓

　
越
に
移
る
こ
と
な
う
。
此
加
硫
は
與
へ
ら
れ
π
る
自
の
光
度
が
露
な
れ
ば
大
な
る
程
完
全
に
行

　
は
る
。
何
と
な
れ
ば
、
自
な
る
同
一
刺
戟
の
雨
漏
競
に
於
て
は
血
眼
印
象
は
類
似
煽
れ
ば
す
る
程

　
融
合
を
生
ず
と
少
ふ
親
腎
融
合
の
原
珊
に
由
う
て
、
爾
眼
印
象
は
互
に
融
合
せ
る
竜
の
な
る
こ
と

　
疑
な
く
、
之
に
反
し
ノ
し
臼
の
一
眼
麗
に
於
て
は
総
計
印
象
聞
の
反
心
の
至
大
な
れ
ば
大
な
る
程
薩

　
野
卓
越
（
叉
は
闘
璽
）
を
生
ず
と
い
ふ
点
画
卓
越
の
原
理
に
由
ウ
て
一
眼
の
臼
の
印
象
が
他
誌
の
曙

　
黒
の
印
象
を
抑
腰
し
卓
越
せ
る
竜
の
な
る
之
と
疑
ふ
可
ら
ざ
れ
ば
な
う
。
而
し
て
此
卓
越
は
一

　
眼
の
白
の
明
度
大
な
れ
ば
歪
な
る
程
完
全
な
る
主
な
れ
ば
な
う
。
今
自
の
雨
藩
論
よ
ウ
急
に
一

　
眼
視
に
春
蚕
、
観
野
融
合
よ
う
忽
ち
に
し
て
観
野
卓
越
に
移
る
と
き
は
其
惑
う
墾
ム
に
一
定
の
時

　
間
を
要
す
る
こ
と
を
許
さ
冥
る
可
ら
ず
。
之
を
観
野
融
合
の
傾
向
男
Φ
お
毒
σ
q
9
・
夏
巷
○
華
氏
O
鐸
若
く

　
は
慣
性
甘
窪
貯
と
撫
す
る
菟
可
な
蚤
。
か
く
考
ム
れ
ば
一
方
の
親
野
を
鋭
く
し
た
る
刹
那
に



　
於
て
は
猛
爾
玉
出
野
融
合
の
傾
向
は
持
駕
す
る
が
故
に
．
福
野
は
融
合
に
由
う
て
幾
分
暗
く
な
る

　
竜
の
と
見
ざ
る
可
ら
ず
。
点
し
て
一
定
時
間
の
後
療
野
卓
越
の
働
き
が
十
分
頃
は
る
＼
に
至
れ

　
ば
一
眼
の
明
る
さ
は
他
眼
の
輩
出
を
掬
塵
す
る
が
故
に
．
重
ん
ど
其
一
眼
印
象
の
黒
眼
親
と
何
等

　
翫
ぶ
所
な
き
明
る
さ
を
以
て
現
は
れ
來
、
る
。
故
に
面
訴
係
は
周
。
。
ぼ
零
の
矛
盾
實
駿
全
部
を
極

　
め
て
急
速
に
繰
返
し
π
る
と
同
一
意
味
を
有
す
る
竜
の
と
考
ふ
る
蔦
不
可
な
き
な
う
。

　
　
附
言
。
上
述
の
現
象
と
封
照
し
て
考
へ
ら
る
㌧
現
象
は
一
眼
を
掩
ひ
活
眼
を
開
け
る
時
、
一
眼

　
　
　
の
覆
ひ
を
取
り
除
け
ば
親
野
は
急
に
明
る
く
な
う
て
又
暗
く
な
る
事
實
こ
れ
な
ウ
。
　
此
現

　
　
　
象
の
論
関
は
今
ま
で
掩
ひ
た
る
眼
は
開
け
る
眼
よ
ウ
滅
受
性
大
な
る
が
故
に
、
其
印
象
が
極

　
　
　
め
て
短
時
聞
覗
野
卓
越
し
、
問
竜
な
く
感
受
性
の
減
ず
る
と
＼
も
に
爾
眼
の
覗
野
融
合
は
行

　
　
　
は
れ
親
野
は
幾
分
隠
く
愈
る
竜
の
な
う
。

　
　
猶
、
無
明
に
興
味
あ
る
事
實
は
．
第
一
節
擁
要
一
の
事
實
●
即
ち
明
度
大
な
る
白
及
び
黒
に
於
て
は

　
爾
眼
観
と
輔
二
親
と
の
問
に
何
等
明
度
差
異
を
認
め
ざ
れ
ど
竜
、
演
色
に
於
て
は
爾
眼
視
の
方
明

　
度
大
な
る
こ
と
こ
れ
な
垂
。
此
磁
心
は
無
論
明
確
に
理
話
せ
る
入
極
あ
て
若
く
、
從
て
叉
何
人
も

　
説
明
を
試
み
禿
る
竜
の
な
し
。
然
る
に
吾
人
の
説
明
原
理
よ
ウ
す
れ
ば
容
易
に
且
簡
輩
に
解
糧

椰
し
得
る
を
畳
ゆ
・
以
下
此
緊
急
申
に
含
ま
る
・
若
干
の
事
實
を
順
弐
に
考
究
し
且
説
明
を
試
む

　
　
　
　
　
白
。
友
色
及
び
黒
の
爾
限
脱
現
象
通
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
七
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八

翻
べ
し
。

1
　
　
先
づ
自
（
W
）
の
雨
挙
上
と
一
眼
競
（
郎
ち
臼
と
暗
黒
（
S
）
と
の
晴
眼
観
）
と
を
比
較
す
れ
ば
共
通
覗
野

　
の
明
度
は
殆
ん
ど
同
一
な
ウ
。
之
を
公
式
に
現
は
せ
ば
蕎
＋
矯
銭
薯
＋
o
o
な
う
。
此
の
揚
合
に

　
宅
十
ω
は
4
の
卓
越
を
生
ず
る
が
故
に
、
事
事
實
を
語
を
換
へ
て
言
へ
ば
、
自
の
雨
隈
…
競
市
融
合
は

　
自
の
覗
野
卓
越
と
明
度
同
一
な
り
と
言
ム
に
同
じ
。

　
　
附
言
。
何
故
に
自
の
親
野
融
合
と
卓
越
と
は
同
一
な
る
か
。
此
問
題
は
雨
眼
観
現
象
の
最
重

　
　
　
露
な
る
問
題
な
れ
ど
も
、
こ
＼
に
は
唯
與
へ
ら
れ
だ
る
事
實
と
し
て
説
明
す
る
に
止
む
。
親

　
　
　
野
融
合
及
卓
越
に
行
は
る
、
法
則
的
、
一
般
的
事
實
並
び
に
畢
生
理
事
的
詮
明
は
刷
に
論
究

　
　
　
す
る
と
乙
ろ
あ
る
べ
し
。

　
　
次
に
臼
の
一
眼
親
は
腰
髄
（
α
）
の
爾
眼
親
よ
ゑ
共
通
観
野
の
明
度
大
な
ウ
ゆ
陀
關
係
は
屯
＋
G
農
＞

　
O
冠
＋
Φ
尾
を
以
て
現
は
し
得
べ
く
其
理
由
は
類
＋
ノ
＜
駐
芝
＋
o
Q
り
≦
＋
≦
＞
O
塚
＋
O
ぴ
．
ン
＜
＋
の
＞
O
哩
＋
Q
H
な
る

　
が
故
に
當
然
な
う
。

　
　
二
色
の
雨
眼
競
と
一
眼
親
と
を
比
較
す
れ
ば
一
眼
観
の
方
共
通
竹
野
の
明
度
劣
る
。
此
關
係

　
は
霧
＋
Q
裸
〉
Φ
尾
＋
乙
Q
を
以
て
表
は
し
得
。
此
の
楊
合
に
於
て
灰
色
の
一
眼
観
即
ち
灰
色
と
暗
黒
の

　
爾
眼
覗
は
次
色
の
明
度
が
小
な
れ
ば
露
な
る
程
、
親
野
融
合
を
生
じ
易
き
が
故
に
多
少
の
度
に
於
・



て
親
心
融
合
を
生
じ
．
側
て
同
嚇
飴
色
の
爾
眼
競
よ
卦
も
明
度
低
か
ら
ざ
る
可
ら
ず
。

　
絡
ウ
に
黒
の
言
言
．
競
と
噌
限
親
と
は
竜
と
よ
タ
同
U
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
ロ
Q
＋
遙
Q

1
1
ω
＋
ζ
o
な
れ
ば
な
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
之
を
要
す
る
に
臼
、
次
色
芸
無
の
慧
眼
覗
一
眼
覗
の
比
較
は
急
く
菅
野
二
融
合
及
び
二
野
卓
越
の

二
原
理
よ
う
説
明
し
得
る
竜
の
な
り
。

駐註註密…識註
六五四三ニー

国
る
ぽ
口
霞
．
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げ
げ
即
白
亀
．
負
．
目
2
夢
．
噂
げ
冨
．
9
’
二
．
ω
…
ε
房
●
O
霧
⑦
四
号
・
幽
ン
く
謎
の
．
膨
O
．
ぐ
（
目
o
o
ヨ
）
o
e
体
8
一
＆
μ

H
げ
一
穿
ψ
ム
9
一

H
び
一
缶
砕
恥
O
μ

H
げ
一
幽
．
ω
．
み
①
b
3

H
σ
硯
自
ω
・
吟
φ
b
っ

H
匡
伽
。
α
●
犠
。
。
周
Φ
o
げ
ロ
像
曰
く
d
雪
コ
録
器
育
Φ
窪
σ
亀
σ
q
o
暮
a
Φ
譲
曽
ざ
曲
σ
含
’
二
塁
く
霞
日
㊦
げ
洋
Φ
昌
緊
。
言
霊
ヨ
銘
幽
自
①
ご
§
尋
一
Φ
師
Φ
場
舘
伽
の
影

　
　
　
属
9
増
員
9
9
口
。
。
ぎ
げ
島
9
巨
P
ぐ
忠
言
。
訂
帰
①
切
。
霞
σ
q
ぎ
淳
国
β
霞
凶
窪
σ
Q
の
P
づ
自
陣
夢
勇
知
曾
跨
屡
仲
茜
。
げ
δ
旨
二
の
げ
。
弍
霞
ズ
。
雪
げ
…
ε
8
①
ぎ
Φ
¢
品
。
ロ
≠
涛
β
口
α
q

　
　
　
匡
お
Φ
σ
ミ
Φ
ロ
群
雛
讐
ぼ
戸
錘
Φ
ぴ
散
国
寒
寒
寓
♂
断
菖
賃
目
陰
鐸
吏
読
一
子
霞
毒
虫
㈹
♂
駆
跨
集
げ
2
ぽ
目
即
自
。
慶
μ
げ
⑦
罵
謹
。
σ
Q
Φ
咲
づ
色
出
．

　
面
戸
　
H
三
負
乃
。
・
隣
O
。
。
国
。
。
ぎ
曾
曰
く
予
は
此
鋤
抗
性
街
導
9
0
2
0
出
ω
営
覆
が
感
畳
の
精
憩
作
用
な
る
の
み
な
ら
ず
、
光
線
に

　
　
盛
り
て
生
起
せ
ら
れ
た
る
生
理
作
用
に
本
づ
・
く
も
の
な
る
こ
と
を
信
ぜ
ん
と
す
る
も
の
な
り
。
　
但
し
上

　
　
蓮
の
諸
槻
察
は
其
蜀
抗
継
を
翠
に
精
製
作
用
と
し
て
商
量
す
る
も
の
に
外
な
ら
ず
と
。

　
註
八
　
H
び
猿
．
酔
恥
O
b
っ
団
o
o
げ
鐸
曽
臼
く
此
様
に
吾
入
の
實
瞼
に
於
て
注
意
が
何
等
か
の
作
用
あ
り
と
す
れ
ば
、
此
實

95
お
　
　
瞼
例
よ
蓼
し
て
注
意
の
法
．
剰
を
熱
き
禺
す
こ
と
は
或
は
可
能
な
る
べ
き
も
、
既
に
扶
織
せ
ら
れ
た
る
或
法

　
　
　
　
　
　
尚
H
。
茨
色
及
び
黒
の
爾
閥
眠
灘
脚
現
凡
罫
飛
込
鋼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
r
四
九

馬
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．
五
〇

　
期
よ
り
し
て
此
結
果
（
矛
盾
賓
瞼
効
果
）
を
設
明
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
り
と
言
は
ざ
る
可
ら
ず
と
。

縁
起
　

雨
眼
醗
現
象
の
分
類
に
就
て
は
、
予
が
『
雨
眼
観
現
象
の
分
類
に
つ
き
て
』
（
未
獲
表
）
に
詳
論
す
べ
し
。

註
一
〇
　
黒
楓
源
次
『
観
野
融
合
ど
三
野
闘
畢
と
の
限
界
に
つ
き
て
』
（
未
醤
表
）

註
一
一
・
黒
田
源
次
『
色
彩
観
野
岡
畢
の
時
霊
的
．
測
定
』
（
京
都
腰
學
難
．
譜
第
十
二
巻
第
四
號
）

蝕
一
二
　
黒
田
源
次
『
親
南
覚
に
於
け
る
右
利
左
利
』
（
三
）
哲
漿
研
究
第
一
巻
ハ
五
年
）
八
號
。
　
倒
Φ
慧
ロ
σ
q
●
弱
O
津
蝕
o
Q
Φ
R
籠
団
け
同
巴
O
醜

　
　
一
揖
ざ
．
（
H
o
Q
⑦
脳
）
o
α
．
G
Q
O
O
「
国
。
【
8
σ
q
は
黒
を
以
て
肉
と
同
じ
き
積
趣
的
感
喜
に
し
て
、
歪
軸
観
月
に
同
等
な
る
力
を

　
　
有
す
る
も
の
と
考
へ
た
り
。

謎
一
ミ
　
｝
巳
）
o
紫
Ω
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口
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弓
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δ
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